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§1. はじめに 

地震被害想定において，震源モデルの設定は地

震動の大きさを評価する上できわめて重要な要素で

ある．歴史地震を対象とする場合，点震源モデルで

は空間的な広がりを考えるには限界があり，可能なら

ば 3 次元的な震源モデル（面震源モデル）が考慮さ
れることが望ましい． 
また，面震源モデルを調べる際「日本の地震断層

パラメター･ハンドブック」（佐藤,1989）がよく利用され
る．これは，当機構が 1983～85年に行った断層モデ
ルの文献調査の成果 （ 損害保険料率算定

会,1984,1985）をまとめて鹿島出版会より刊行された
ものであるが，既に 10年以上が経過している． 
そこで本研究では，過去の主な被害地震について

近年の研究成果を含めて文献調査を行い，さらに面

震源モデルが得られた地震の傾向について検討を

行った． 
 

§2. 面震源モデルの調査 

2.1 調査対象地震の選定 

本研究において面震源モデルの調査対象とする

被害地震は，「理科年表 平成 15年版」（国立天文台
編）の「日本付近のおもな被害地震年代表」に掲載さ

れている地震とした． 
 

2.2 調査方法 

面震源モデルの調査は主に表 1 の資料について
行った．表中の文献③～⑥は文献①②で多く引用さ

れている国内発行の資料であり，1988年から 2003年
2 月時点で入手できた巻号までを調査対象とした．こ
れは 1987 年までに発表された面震源モデルは文献
①②で網羅されていると考えたためである． 
また，産業技術総合研究所のホームページで提供

されてい る 「 日本地質文献デー タベー ス 」

(http://www.aist.go.jp/RIODB/cgi-db011/DB011_top.cgi)
を利用し，タイトルに「断層モデル」を含む論文で，タ

イトルから面震源モデルが期待できると判断したもの

も調査した． 
以上の文献を網羅的に調べ，面震源モデルを求

めている論文に加え，引用している場合はその出典

論文までを調査対象に含めた． 
 

2.3 面震源モデルの抽出基準 

面震源モデルの抽出にあたっては，被害想定を行

うという目的から矩形断層モデルを対象とし,その 7つ
の断層パラメータ（断層面基準点の緯度，経度，深さ，

断層面の長さ，幅，走向，傾き）の全てが定められて

いる（もしくは論文から読みとれる）もので，断層モデ

ルないし震源過程の研究を主眼とした論文に調査対

象を限定した． 
 

2.4 調査結果 

調査の結果，72 地震 174 モデルの面震源モデル
を得ることが出来た． 
面震源モデルの得られた地震と各モデルの出典を

表 2に示し，その出典文献名称を付録に示す． 



 

 

表２ 面震源モデルの得られた地震と各モデルの出典(その１) 
 

発生日 地震名(地域) Ｍ
ﾓﾃﾞﾙ
数
ﾓﾃﾞﾙ
No.

出典 発生日 地震名(地域) Ｍ
ﾓﾃﾞﾙ
数
ﾓﾃﾞﾙ
No.

出典

1498/09/20 東海道全般
8.2-
8.4
1 1 相田 (1981a) 1927/03/07 「北丹後地震」 7.3 6 1 Kasahara (1957, 1958)

1605/02/03 「慶長地震」（A）（*2） 7.9 1 1 相田 (1981a) 2 Chinnery (1961, 1964)

1611/12/02
三陸沿岸および北海
道東岸

8.1 1 1 相田 (1977) 3 Kanamori (1973)

1633/03/01 相模・駿河・伊豆 7.0 1 1 相田 (1993) 4 Matsu'ura (1977)

1703/12/31 「元禄地震」
7.9-
8.2
2 1 笠原ほか (1973) 5 Matsu'ura (1977)

2 Matsuda et al. (1978) 6 長谷川 (1986)

1704/05/27 羽後・陸奥 7.0 2 1 張･佐藤 (1993) 1930/11/26 「北伊豆地震」 7.3 5 1 Kasahara (1957)

2 樋渡ほか (2002) 2 Chinnery (1961, 1964)

1707/10/28 「宝永地震」 8.4 2 1 Ando (1975) 3 Abe (1978)

2 相田 (1981a, b) 4 藤井 (1978)

1793/02/08 西津軽
6.9-
7.1
1 1 樋渡ほか (2002) 5 長谷川 (1986)

1793/02/17 陸前・陸中・磐城 8-8.4 1 1 相田 (1977) 1931/09/21 「西埼玉地震」 6.9 1 1 Abe (1974a)

1804/07/10 「象潟地震」 7.0 1 1 樋渡ほか (2002) 1933/03/03 「三陸地震津波」 8.1 6 1 Kanamori (1971, 1972b)

1833/12/07 羽前・羽後・越後・佐渡 7.5 1 1 相田 (1989) 2 Kawasaki & Suzuki (1974)

1853/03/11 小田原付近 6.7 1 1 相田 (1993) 3 Ben-Menahem (1977)

1854/12/23 「安政東海地震」 8.4 2 1 Ando (1975) 4 相田 (1977)

2
Ishibashi (1981) 相田
(1981a)

5 藤井 (1977)

1854/12/24 「安政南海地震」 8.4 2 1 Ando (1975) 6 Abe, Ku.  (1978)

2 相田 (1981b) 1935/07/11 静岡市付近 6.4 1 1 武尾ほか (1979)

1855/11/11 「江戸地震」 6.9 1 1 引田･工藤 (1999) 1936/02/21 「河内大和地震」 6.4 1 1 堀川ほか (2002)

1856/08/23
日高・胆振・渡島・津
軽・南部

7.5 1 1 相田 (1977) 1938/05/23 塩屋崎沖 7.0 1 1 Abe (1977)

1872/03/14 「浜田地震」 7.1 1 1 吉岡 (1974) 1938/11/05 「福島県東方沖地震」 7.5 1 1 Abe (1977)

1891/10/28 「濃尾地震」 8.0 2 1 Mikumo & Ando (1976) 1939/05/01 「男鹿地震」 6.8 1 1 吉岡 (1974)

2 Pollitz & Sacks (1994) 1940/08/02 神威岬沖 7.5 1 1 Satake (1986)

1896/06/15 「明治三陸地震津波」 8.5 2 1 相田 (1977) 1943/09/10 「鳥取地震」 7.2 3 1 Kanamori (1972a)

2 Tanioka & Satake (1996) 2 Sato (1973)

1897/08/05 仙台沖 7.7 1 1 相田 (1977) 3 長谷川 (1986)

1918/11/11
「大町地震」（第2震）
（*3）

6.5 1 1 多田･橋本 (1988) 1944/12/07 「東南海地震」 7.9 9 1 Ando (1975)

1923/09/01 「関東大地震」 7.9 8 1 Ando (1971) 2 Inouchi & Sato (1975)

2 Ando (1974a) 3 Ishibashi (1981)

3
石橋 (1980)
Ishibashi (1985)

4 相田 (1979,1986)

4 Matsu'ura et al. (1980) 5 藤井 (1980)

5 Matsu'ura et al. (1980) 6 Iwasaki (1981)

6 相田 (1993) 7 Satake (1993)

7
Wald & Somerville
(1994,1995)

8 Pollitz & Sacks (1994)

8 Pollitz et al. (1996) 9 日野･都司 (1996)

　 (*1)．表中の発生日(グレゴリオ暦)、地震名(地域)、ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ(Ｍ)は「理科年表 平成15年版」に従う

　 (*2)．理科年表地震番号 72の２地震のうち、東海沖の地震の面震源モデル

　 (*3)．理科年表地震番号327の２地震のうち、第２震の面震源モデル  

表 1 面震源モデルの主な調査資料 
 

 ①「日本の地震断層パラメター・ハンドブック」 佐藤良輔編著(1989)，鹿島出版会 

 ②「地震の断層モデルに関する研究 その1」「同 その2」 損害保険料率算定会(1984,1985) 

 ③「地震2」 第41巻第1号(1988)～第55巻第3号(2002)，日本地震学会 

 ④「東京大学地震研究所彙報」 第62号第1冊(1988)～第77号第1冊(2002) 

 ⑤「Journal of Physics of the Earth」 Vol.36，No.1(1988)～Vol.45，No.6(1997) 

 ⑥「Earth, Planets and Space」 Vol.50，No.1(1998)～Vol.54，No.3(2002) 

  ＊「Journal of Physics of the Earth」はVol.45(1997年)で解消となり，1998年からは他の地球物理学分野の欧文誌と

合併して「Earth, Plates and Space」に移行した(巻号は移行時にVol.50(1998年)として刊行) 



 

 

表２ 面震源モデルの得られた地震と各モデルの出典(その２)  
発生日 地震名(地域) Ｍ

ﾓﾃﾞﾙ
数
ﾓﾃﾞﾙ
No.

出典 発生日 地震名(地域) Ｍ
ﾓﾃﾞﾙ
数
ﾓﾃﾞﾙ
No.

出典

1945/01/13 「三河地震」 6.8 1 1 Ando (1974b) 1978/01/14 「1978年 7.0 4 1
Shimazaki & Somerville
(1978, 1979)

1946/12/21 「南海地震」 8.0 9 1 Fitch & Scholz (1971) 　伊豆大島近海地震」 2 岡田 (1978)

2 Ando (1975) 3 岡田 (1978)

3 Ando (1982) 4 相田 (1978)

4 Iwasaki (1981) 1978/06/12 「1978年 7.4 4 1 瀬野ほか (1979)

5 相田 (1981b) 　宮城県沖地震」 2 相田 (1978)

6 Kato (1983) 3 Seno et al. (1980)

7 Satake (1993) 4 Seno et al. (1980)

8 Cummins & Kaneda (2000) 1980/06/29 伊豆半島東方沖 6.7 4 1 Irikura (1983)

9 Tanioka & Satake (2001) 2 Takenaka (1987)

1948/06/28 「福井地震」 7.1 3 1 吉岡 (1974) 3 Fukuyama & Irikura (1989)

2 長谷川 (1986) 4 Takeo (1988)

3 鷺谷 (1999) 1982/03/21 「昭和57年 7.1 5 1 国土地理院 (1982)

1952/03/04 「十勝沖地震」 8.2 2 1 笠原 (1975) 　浦河沖地震」 2 武尾ほか (1983)

2 Aida (1978) 3 多田 (1987)

1955/10/19 「二ツ井地震」 5.9 1 1 Mizoue et al. (1982) 4 末次･中西 (1986)

1958/11/07 エトロフ島沖 8.1 1 1 Fukao & Furumoto (1979) 5
Suetsugu & Nakanishi
(1988)

1961/08/12 釧路沖 7.2 1 1 宮嶋･阿部 (1982) 1983/05/26 「昭和58年 7.7 6 1 相田 (1984)

1961/08/19 「北美濃地震」 7.0 2 1 Kawasaki (1975) 　日本海中部地震」 2 多田 (1984)

2 三上･武尾 (1987) 3
田中ほか (1984)
小菅ほか (1984)

1962/04/30 「宮城県北部地震」 6.5 1 1 辻 (1984) 4 Satake (1985)

1963/03/27 「越前岬沖地震」 6.9 1 1 Abe (1974b) 5 Sato (1985)

1963/10/13 エトロフ島沖 8.1 1 1 Kanamori (1970) 6 Satake (1989)

1964/05/07 男鹿半島沖 6.9 1 1 Fukao & Furumoto (1975) 1984/09/14 「昭和59年 6.8 3 1 三雲ほか (1985)

1964/06/16 「新潟地震」 7.5 5 1 Aki (1966a, b) 　長野県西部地震」 2 山科･多田 (1985)

2 Hirasawa (1965) 3 Yoshida & Koketsu (1990)

3 Abe (1975a) 1987/12/17 千葉県東方沖 6.7 3 1 岡田･笠原 (1988)

4 Satake & Abe (1983) 2 山田 (1988)

5 加藤･安藤 (1995) 3 福山･木下 (1989)

1968/04/01 「1968年日向灘地震」 7.5 2 1 相田 (1974) 1993/01/15 「平成５年釧路沖地震」 7.8 1 1 Hashimoto et al. (1993)

2 Shiono et al. (1980) 1993/07/12 「平成５年 7.8 5 1 Hashimoto et al. (1993)

1968/05/16 「1968年十勝沖地震」 7.9 1 1 Aida (1978) 　北海道南西沖地震」 2 橋本ほか (1994)

1968/07/01 埼玉県中部 6.1 1 1 Abe (1975b) 3 加藤･都司 (1994)

1968/08/06 愛媛県西方沖 6.6 1 1 Shiono & Mikumo (1975) 4 今西ほか (1995)

1969/09/09 岐阜県中部 6.6 4 1
地殻変動連続観測ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ (1970)

5
Mendoza & Fukuyama
(1996)

2 Mikumo (1973) 1994/10/04 「平成６年 8.2 3 1 阿部･岡田 (1995)

3 Mikumo (1973) 　北海道東方沖地震」 2 Kikuchi & Kanamori (1995)

4 Ishida (1974) 3 Ozawa (1996)

1970/07/26 日向灘 6.7 1 1 Shiono et al. (1980) 1994/12/28 「平成６年 7.6 3 1 東北大学理学部 (1995)

1970/10/16 秋田県南東部 6.2 3 1 Mikumo (1974) 　三陸はるか沖地震」 2 Tanioka et al. (1996)

2
長谷川ほか (1974)
長谷川ほか (1975)

3 Nakayama & Takeo (1997)

3 小松原･粟田 (2001) 1995/01/17 「平成７年 7.3 5 1 Wald (1995)

1973/06/17 「1973年６月17日 7.4 2 1 Shimazaki (1974) 　兵庫県南部地震」 2 Hashimoto et al. (1996)

　根室半島沖地震」 2 Aida (1978) 3 Sekiguchi et al. (1996)

1974/05/09 「1974年 6.9 4 1 松崎 (1975) 4 Wald (1996)

　伊豆半島沖地震」 2 松崎 (1975) 5 Ozawa et al. (1997)

3 多田 (1976) 2000/07/30
三宅島・神津島・新島
近海

6.5 1 1 Nishimura et al. (2001)

4 Abe (1978) 2000/10/06 「平成12年 7.3 3 1 Yagi & Kikuchi (2000)

1975/04/21 大分県中部 6.4 2 1 藤井･井内 (1976) 　鳥取県西部地震」 2 関口･岩田 (2000)

2 畑中ほか (1988) 3 鷺谷ほか (2002)

　 (*1)．表中の発生日(グレゴリオ暦)、地震名(地域)、ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ(Ｍ) 2001/03/24 「平成13年芸予地震」 6.7 2 1 Yagi & Kikuchi (2001)

　　　 　は「理科年表 平成15年版」に従う 2 国土地理院 (2001)

 

 



 

 

2.5 震源データベースの作成 

得られた面震源モデルをもとに被害想定を行うた

めの震源データベース（ＤＢ）を作成した．ＤＢの作成

にあたり，各出典の断層パラメータについて規格化さ

れた表現形式への変換を行った．また，パラメータが

論文中に明示されていない場合は，図からの読取り

や推定，計算等を行いその値の見積りを行った． 
 

§3. 面震源モデルが得られた地震の傾向の検討 

3.1 面震源モデルが得られた地震 

面震源モデルが得られた地震について，地震の発

生年代別・マグニチュード（Ｍ）別に集計してみると表

3のようになる． 
表 3 面震源モデルが得られた地震 

年代＼Ｍ M5.0-5.9 M6.0-6.9 M7.0-7.9 M8.0- 計 

 
1401-1500 

      1 1

 
1501-1600         0

 
1601-1700     2 1 3

 
1701-1800 

    2 3 5

 
1801-1900   2 5 4 11

 1901- 1 21 24 6 52

計 1 23 33 15 72

 
3.2 面震源モデルが得られた地震の傾向の検討 

発生年代 1601年以降の地震について，発生年別，
マグニチュード（Ｍ）別，津波規模(ｍ)別，発生地域
別などの切り口で，面震源モデルが得られた地震の

傾向の検討を行った．（検討例を図 1に示す） 
検討の結果，次の点が確認できた． 
・ 発生年代が新しいほどモデルの得られた割合

が高い． 

・ Ｍが大きいほどモデルの得られた割合が高い. 

・ Ｍ8以上の地震では，発生年代に関わらずモ

デルの得られた割合が高い．Ｍ8未満の地震

では，近年の地震になるに従ってモデルの得

られる割合が高くなる． 

・ 津波被害のあった地震では，津波の規模が大

きいほどモデルの得られた割合が高い．津波

の規模が大きい地震は，発生年代の古い地震

でもモデルの得られる割合が高くなる． 

・ 震源が陸域と海域の地震を比べると，海域の

地震の方がモデルの得られた割合が高い． 

・ 19世紀前半までに発生した陸域が震源の地

震はモデルがほとんど得られていない． 

(注)津波規模(ｍ)は理科年表に記載されている今村・飯田による
津波の規模で，最大津波被害海岸での波高が1m前後は0，2m
前後は1，4-6m程度は2，10-20m程度は3，最大30m以上は4を目
安に，被害状況も考慮して決められる 

 
図 1 面震源モデルが得られた地震の傾向 

 

§4. おわりに 

面震源モデルに限らず，歴史地震の震源モデル

（断層パラメータ）は貴重な社会財産であり，これを継

続して収集していくことは非常に重要である．しかし，

個人（あるいは個別の組織）がそれを安定的に行うこ

とは非常に困難であるため，震源モデルを一元的に

収集・整理する機関や仕組みが必要であると考えら

れる．特に，複数の震源モデルが提案されている地

震については，専門家による最適モデルの選定など

の評価が必要である． 
また，面震源モデルを用いて被害想定を行う場合

には，個々のモデルが提唱された経緯を正しく理解

した上で利用することが必要である．目的に外れた，

あるいは適用範囲を超えた使われ方をした場合には，

誤った被害予測を導くことにもなりかねない． 
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